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政策の体系
基本目標（大項目） 結核予防事業 Ｃ

基本施策（中項目） じん肺患者見舞金事業 Ｃ
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（平成21年度事業）
施　策　名
（小項目）

結核・じん肺

コード 作
成
者

役職 保健課長
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⑥ 施策構成事務事業の評価

備前市総合計画の内容から記載する

・

・

・

・

・

・

・

平成19年度 平成20年度 平成21年度

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

施策展開 健康教育の推進
③ 検診などの実施

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

現況と課題

(誰のために、何の
ために)

②
結核登録者は減少傾向にあるが、新規発生者の多くは高齢者である。抵抗力の弱い乳幼児、高齢者への対策が重要
となっている。
じん肺認定患者は、肺がんが合併症として認められたこともあり、新規認定者は微増しているが、資格消滅者が上
回っていることから、見舞金支給者は、徐々に減少している。

対象と目的
市民が結核に感染することを防ぎ、じん肺患者に対してはその療養を見舞う。

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

＜事業構成の適当性＞

3 結核予防のためには、まず検診の受診が基本となるので、受診率を指標としている。

3 結核予防 感染症予防等必要な事業構成としている じん肺患者見舞金事業は 市として支援のあり方を検討する時期にきてい

調査結果に対するコメント、
市民の反応等 結核はまだまだ油断のできない感染症であるため、検診受診率の向上に努める。じん肺認定患者については、肺

機能低下に留意し、健康相談に応じていく必要がある。
1

＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？調査対象でない施策

は、市民の反応等

項　　　目

新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

満足度（%）

実施主体

7,584 0.87

重要度（%）

14,298 3,676 0.55 16,2420.79調査年度 H19 H20 H21 H22 15,108
この施策に費やした資源（単位：千円，人）
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⑧ 施策の評価

⑦ ⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度 満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要
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本年度（H22年度）取組内容
（課 題 解 決 状 況）

○新型インフルエンザ等の流行に備える。
○結核検診受診率向上のため、検診の利便性向上に努めるとともに検診等の必要性についての普及啓発や検診の受診勧奨を行う。
○じん肺患者見舞金については、市として支援のあり方を検討する。

2
＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？

3
＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？

3 結核予防、感染症予防のために必要な事業である。

○結核検診受診率向上のため、検診の利便性向上に努めるとともに検診等の必要性についての普及啓発や検診の受診勧奨を行う。
○じん肺患者見舞金については、市として支援のあり方を検討する。

3 結核予防、感染症予防等必要な事業構成としている。じん肺患者見舞金事業は、市として支援のあり方を検討する時期にきてい
る。

－

3 中立
H23

氏名 井上　純子

－

H22 役職 保健福祉部長

H28

参
考
指
標
②

目標

達成率

ベンチマーク

実績

翌年度（H23年度）取組目標

塵肺患者が多い地域特性のため結核予防対策は引き続き健診の受診率向上に努める。塵肺患者見舞金については塵
肺患者の高齢化もあり引き続き市として支援のあり方を検討する。

基本施策への
貢献度ベンチマーク － －

二次評価者コメント
78.3

参加人数/見舞金支給人数 H23 35.0

30.0 30.0

23.5

63.7 H28 40.0

－

H22 30.0

19.1

参
考
指
標
①

健康増進教室参加率

目標 27.0

実績 17.8

達成率 65.9

50.0

達成率 87.1 57.7 69.0 H28 50.0

受診者数/対象者数
H20は、対象者の変更により率が下がっ
た。

H22 50.0

H23
成
果
指
標

結核検診受診率

目標 55.0 60.0

－ベンチマーク

実績 47.9 34.6 34.5

50.0

施策に対する成果指標名
単
位

過年度実績 成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

目標値
H19 H20 H21

評価年度

⑤ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）
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＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う
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その施策や事業の存続
の検討が必要
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